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＜論 説＞
Ⅰ．プロローグ
経営管理学において，心理学者マズロー（Abraham H. Maslow, １９０８―７０）の提示した「欲求階層
説」や「自己実現欲求」は，組織メンバーの動機づけに関する主要な礎石の一つとなっている。
彼の学説は，１９４３年の論文「動機理論序説（Preface to Motivation Theory）」と同年の論文「人間動

















（my bridge between the holistic and the dynamic）」を学び，彼の主著『生体論（The Organism : A Holistic
Approach to Biology Derived from Pathological Data in Man）』（１９３９年；独語の初版はオランダで１９３４年に刊
行）は「私の思考方法に大変深い影響を及ぼし，その影響は今なお続いている」と述懐してい
パーソナリティ研究におけるマズローの基本視座
三 島 斉 紀




























（The General-Dynamic Point of View）」〔１９５４年著書では，全体的 ―力動論的視点（The Holistic-





















造化されたグループ（an organized, interdependent, structured group of symptoms）」と認識し，「パーソ































フェルス（Christian von Ehrenfels, １８５９−１９３２）の基準を挙げて説明する。すなわち，あるメロディ
が分割されて複数の人々にバラバラに与えられる場合と，メロディ全体が一人に与えられる場合
とでは異なりが生じるように，「全体は部分の算術的合計とは別のもの（the whole is something















的，力動論的，目的主義的）への理論的基礎となり得る（the syndrome concept properly defined can be
the theoretical basis for the unified world view（holistic, functional, dynamic and purposive）which we call the
general-dynamic point of view）」と主張する。
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症候群の力動性
第４節では，前節を受けて，パーソナリティの部分としての症候群は如何なる特質を有するの













the well organized syndrome to reestablish itself after change）」；ショックを受けたとしても，そ
れが慢性的でない限り，その影響は通例一時的なもので終わり，元の状態に復元しようと
する自発的な調整が見られること。
⑤ 「症候群は全体的に変化する傾向のあること（tendency of the syndrome to change as a
whole）」；症候群の一部分が変化すると，付随して他の部分も同じ方向で変化するので，
症候群の変化はホーリスティックに起きることが多いこと。
⑥ 「内的無矛盾性への傾向（the tendency to internal consistency）」；症候群の中で他の部分と矛
盾する部分がある場合には，しばしばその部分を他の諸部分と同じ方向に引き込む作用が
働くこと。
⑦ 「症候群レベルが極端化する傾向（the tendency to extremeness of the syndrome level）」；自己保
存の傾向とは逆の変化が増大する場合のことで，⑥の傾向のもと，不安定な人は極端に不
安定となり，安定的な人は極端に安定的となる場合がよく見られること。























理（holistic principle of classifying）」を，下記のような，「拡大の倍率」，「症候群内における集中度
概念」，および「有機体内部における相互関係の程度」の各項において示す。すなわち，














③ 有機体内部における相互関係の程度（the extent of the interrelatedness within the organism）」に
おいて，マズローは，ゲシュタルト心理学者ケーラーがゲシュタルトの内部的な相互関係























第７節の「パーソナリティ症候群と行動（The Personality Syndromes and Behavior）」では，「個々
の行動は全体的に統合されたパーソナリティの一表現であることが多い（Each act tends to be an






























































（the safety needs），③愛の欲求（the love needs；１９５４年著作以降は the belongingness and love needsに変
















起し，今後自らが目指すべき心理学（健全な心理学 sound motivation theoryと称した）の要件とし
て，次の１２命題（１９５４年以降では１６命題に増加）を指摘している１８）。











為は，複数の動機（more than one motivation）から生じている。
（６）生体の状態の殆どすべては，動機づけられていると理解されるべきである。














































ties of the healthy and strong man）についても取り扱わなくてはならない。人間の歴史の中で最も偉















１）論文「パーソナリティ組織の力動性（Dynamics of Personality Organization I & II, Psychological Review
５０: ５１４−５３９,５５８）」は１９４３年論文のなかでは第３番目のものであり，それはMaslow（１９５４）では第３章
（題名：Holistic-Dynamic Theory in the Study of Personality）として，さらにMaslow（１９７０）では付録 B








































れる「優勢度は，米国人のなかで多くの人々から抽出された平均的な事実発見（average findings in a
large sampling of our population）による」として，その正当性を主張している。とはいえ，マズロー
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